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研究成果の概要（和文）：本研究は、ミクロネシア連邦ポンペイ州ピンゲラップ環礁島を主対象とし、移動と島
嶼性とコミュニティの３点について考察することを目的とする。初年度は、まず、ピンゲラップ島で主要な生産
資源である「土地」と「労働力」が、交換・贈与される機会としての、相続と婚姻と養取の慣行について調査
し、現在の人口減少や過疎化にこれらのシステムがどのように対応しているのかを明らかにした。つづく３年間
は新型コロナ感染症の影響で渡航ができず、文献を用いて日本の島嶼社会やインドとの比較研究を行った。延長
申請を行い、最終年度となる2023年にハワイ及び米国本土でピンゲラップ移民の調査を実施することができた。

研究成果の概要（英文）：This study aims to explore migration, community, and insularity in Pingelap 
island, an atoll of Pohnpei state in Micronesia. In a first year,research in Pingelap island was 
conducted on traditional practices of succession, marriage, and adoption in which land and labour of
 main production resources in the island are exchanged,and on their changes under the situation of 
increasing migration and decreasing population. In the following three years, fieldwork in abroad 
could not be done because of Covid-19, and previous studies on marriage, migration, and adoption 
from islands of Japan were analyzed in comparison. In the last year of study, field research on 
migrants of Pingelap in Missouri of a mainland US could be done, and a textual survey and discussion
 with researchers was made in University of Hawaii, a center of Island studies.

研究分野： 文化人類学

キーワード： 島嶼社会　相続　婚姻　養子　トランスローカルコミュニティ　人の移動

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
相続、婚姻、養子の慣行は、島の人口問題や土地保有に結びついており、島の人口が著しく増大した20世紀初頭
にこれらの制度がどのように人口増に対応したのかを現地調査から明らかにした。また、近年の人口移動と島の
過疎化に対処するために新たに出現した富の再分配制度に注目して、ピンゲラップ社会が島外移住者も含む資源
共有に基づいて維持されていることを論じた。移民社会の調査から、現在の人の移動と交換の形態、モノ、金、
情報の具体的動きを確認し、島が地理的な境界を越えた大きなネットワークの中で維持されていることを明らか
にした。これらにより、島の存続という観点から移民社会の研究を行うことの重要性を示すことができた

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 

太平洋ミクロネシア連邦ポンペイ州に在るピンゲラップ島は、近年の人口減少が著しく

100人以下となっており、島の存続自体が危ぶまれる状況にある。しかし、ピンゲラップ

島の人口を歴史的に見れば、サイクロンに襲われ、わずか数家族を残す大多数を失った時

期もあれば、20世紀初頭には、島内で1000人を超える人口を支えていた時期もある。こう

した人口の増減に対し、島の人々がいかに対応してきたかを明らかにすることにより、今

後、コミュニティをいかに存続させ、発展させるのかを検討する必要がある。 

 

２．研究の目的 

人の移動は、ホーム社会にとって人口減少や高齢化、労働力衰退などのマイナス影響を

もつ一方で、人の移動によって生まれる広範なネットワークや情報や成功者による寄付な

ど、新たな資源をもたらす。島嶼社会の居住者と移出者が共有する有形無形の資源をどの

ようなネットワークの中で所有し、利用・管理し、受け継ぐのかについて調査を行うこと

で、移動を通して得られるネットワークや資源を用いてコミュニティを維持、発展させる

方途を見出すことを目的とした。 

 

３．研究の方法 

まず初めに、島の主要な生産資源である「土地」と「労働力」が、交換・贈与される機会

としての、相続と婚姻と養取の慣行について調査した。ピンゲラップ島では、かつては土地

の区画は親族集団ごとに割り当てられていたが、時代を経るうちに家族や世帯単位に細分

化・分散化されていった歴史がある。先行研究によれば、ピンゲラップ社会では、相続や婚

姻など親族システムを進化させながら人口増加に対応し、島の限られた土地に多くの人が

暮らすことを可能にしてきた[Damas 1983]。例えば、父方と母方の両方から土地を相続する

「二重相続」の制度は、人口増加にともなって生まれたと考えられる。所有地が複数個所に

ちらばる結果につながるが、それがセキュリティの役割を果たし、どこかの土地が塩水にや

られても、別のところに収穫が期待できる。かつて頻繁に行われた養子慣行は、世帯人口の

アンバランスを解消し、島の限られた土地が支える人口を最大化することを目的に行われ

てきた [Damas 1994] と説明されている。それでは、現在の人口減少や過疎化に対応する

ため、相続や養子など親族システムはいかに変化しているのかを明らかにした。 

 次に、島外に居住する人々との間の具体的な相互行為について調査をおこなうため、島外

コミュニティを訪問した。米国での暮らしや親族・婚姻関係、資源共有に関わる相互行為、

アイデンティティのあり方、遺伝病（全色盲）の現出について調査を行うこととした。しか

し、新型コロナ感染症の影響で 2020 年度、2021 年度、2022 年度まで海外渡航ができなか

ったため、ピンゲラップの養子慣行や婚姻慣行を人口の不均衡是正や富の再分配制度とみな

す視点から、文献を用いて日本やインドの制度との比較研究を行うとともに、鹿児島県

の沖永良部島で婚姻・養子の制度に関する調査を行った。 

プロジェクト期間を一年間延長し、ようやく 2023 年度に海外長を実施することができ、米

国ハワイ大学島嶼研究センターで、研究者交流や資料収集を実施したほか、ミズーリー州南

西部とアラカンソー州の北西部の州境地域、Citizens of COFA（Compact of Free 

Association)と呼ばれる、太平洋諸島移民が集団で居住している地域を訪問し、ピンゲラッ



プ移民社会の調査を行うことができた。コミュニティの再生産にかかわる種々の行為、結婚、

出産、教育、葬送、相続等にけるピンゲラップ母島とのつながり、相互行為について聞き取

りを行った。 

 

４．研究成果 

 ピンゲラップ島との比較研究により、女性が嫁ぐ際に持参財として、生家から婚家へ土

地を贈与する慣習がインドにも、ピンゲラップ島にも、そして日本の喜界島や沖永良部

島にも見られた。しかし、階層的な社会であるインドと、平等的な社会であるピンゲラ

ップや喜界島では、持参財の意味が異なることが明らかになった。前者は、地位を上げ

ることを目的とするのに対し、後者は、財を共有することを目的とし、真逆の意味をも

つ。また、同じ鹿児島に位置する喜界島と比して、社会構造が階層的である沖永良部島では、

親族システムにおける女性の位置や女性の行為主体性が異なることが明らかになった。 

また、鹿児島県喜界島と沖永良部島、沖縄県で親族制度や婚姻・養子に関わる聞き取りを

行ったことで、ミクロネシア・ピンゲラップ島で観察された双系社会における養子の役割や

位置づけが、日本の島嶼部に見られる父系社会もしくは、血縁に基づかない社会（地縁社会）

とどう異なるのかを考察することができた。沖縄県本島だけでなく、多良間島でも調査を行

い、沖縄においては、養子慣行自体が門中制度と強く結びついて展開してきたことと、近代

化や日本化（明治以降のヤマトの影響）によって家父長的な女性排除が強まっていったこと

が明らかになった。奄美・沖縄での研究成果は、過疎化や高齢化という問題を抱える島が、

政治的経済的な遅れや停滞の中で、自らの文化的ルーツやアイデンティティを強く希求す

るようになる状況を表していると考えられ、ピンゲラップとの比較において重要な視点を

えることができた。 

 最後に、米国ハワイやミズーリー州在住のピンゲラップ島移民の調査からは、彼らの国境を超

えて島と米国を往来するトランスローカルな暮らしのあり方、米国での不安定な政治経済的立

場、健康や経済的問題など、様々なリスクに直面する中で、コミュニティの文化が変容するプロ

セスについて調査を行うことができ、本研究の目的である「トランス・ローカル・コミュニティ」

を維持、発展させる方途について考察することができた。これらの成果については、日本島嶼学

会や比較家族史学会で発表した。 
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